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　【
う
ら
へ
続
く
】

　

毎
日
新
聞
世
論
調
査

（
28
日
、29
日
実
施
）。「
参

院
６
議
席
増
に
つ
い
て
評

価
し
な
い
が
67
％
。
カ
ジ

ノ
を
含
む
Ｉ
Ｒ
実
施
法
に

つ
い
て
も
評
価
し
な
い
が

65
％
だ
」
「
国
民
は
採
決

に
納
得
し
て
い
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

杉
田
水み

お脈
議
員
の
性
的

少
数
者
発
言
問
題
。
「
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
カ
ッ
プ
ル
は
生
産

性
が
な
い
発
言
は
憲
法
や

国
連
人
権
規
約
に
反
す

る
」
「
議
員
の
資
質
が
問

わ
れ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術
史
料
館
、

夏
休
み
特
別
公
開
。
「
７

　

沖
縄
県
の
翁
長
知
事
は

７
月
27
日
、
名
護
市
辺
野

古
の
米
軍
新
基
地
建
設
に

関
す
る
前
知
事
の
埋
め
立

て
承
認
撤
回
に
向
け
た
手

続
き
に
入
る
と
表
明
し
ま

し
た
。

　

手
続
き
開
始
の
理
由
に
、

▽
承
認
の
際
の
条
件
で
あ

る
新
基
地
全
体
の
実
施
設

計
や
環
境
保
全
対
策
を
示

さ
ず
工
事
に
着
工
し
て
い

る
こ
と
▽
超
軟
弱
地
盤
が

見
つ
か
り
、
護
岸
倒
壊
の

危
険
が
あ
る
こ
と
▽
活
断

層
の
存
在
な
ど
―
承
認
時

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
事
実
を
指
摘
。

  

環
境
保
全
や
災
害
防
止

へ
の
配
慮
を
求
め
た
公
有

水
面
埋
立
法
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
い
と
述
べ
、

８
月
17
日
に
も
埋
め
立
て

土
砂
の
投
入
が
狙
わ
れ
て

い
る
中
で
、
承
認
撤
回
に

よ
っ
て
工
事
を
阻
止
す
る

構
え
で
す
。

　

朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に

向
け
た
動
き
に
も
触
れ
、

「
平
和
を
求
め
る
大
き
な

流
れ
か
ら
も
取
り
残
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
批
判
し
、
20
年
以
上
も

前
に
決
定
さ
れ
た
新
基
地

建
設
の
「
理
由
が
な
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
撤
回
を
受

け
入
れ
、
新
基
地
建
設
を

断
念
す
べ
き
で
す
。

翁
長
知
事

辺
野
古
埋
め
立
て
承
認
撤
回

　
沖
縄
の
未
来
開
く
大
義
あ
る
決
断

月
～
８
月
の
一
般
公
開
日

に
特
別
企
画
を
実
施
す

る
」
「
明
治
に
関
す
る
史

料
を
探
す
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

が
あ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

火
星
大
接
近
（
31
日
）。

「
も
の
す
ご
く
大
き
く
見

え
た
」
「
９
月
上
旬
ま
で

明
る
く
大
き
く
見
え
る
と

い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

米
海
軍
ヘ
リ
が
厚
木
基

　

原
水
爆
禁
止
２
０
１
８

年
世
界
大
会
・
科
学
者
集

会
が
７
月
29
日
、「
東
ア

ジ
ア
非
核
化
構
想
～
ア
ジ

ア
の
市
民
連
帯
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
明
治
大

学
で
開
か
れ
、
１
４
３
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

軍
の
み
な
ら
ず
、
在
日
米

軍
の
存
在
や
日
本
が
ア
メ

リ
カ
の
核
の
傘
に
入
っ
て

い
る
こ
と
も
問
う
こ
と
に

な
る
。
難
し
く
時
間
も
か

か
る
が
、
日
本
も
含
め
た

関
係
国
の
協
力
で
平
和
体

制
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」

　

ま
た
韓
国
・
キ
ョ
レ
ハ

ナ
平
和
研
究
セ
ン
タ
ー
兼

任
研
究
委
員
の
李イ
ジ
ュ
ン
キ
ュ

俊
揆
氏

は
、
現
在
の
東
ア
ジ
ア
冷

戦
の
解
体
の
た
め
の
歴
史

的
機
会
は
、
北
朝
鮮
の
路

線
転
換
と
韓
国
の
キ
ャ
ン

ド
ル
革
命
で
誕
生
し
た
文

在
寅
政
権
の
対
話
政
策
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
南
北

を
軸
に
突
破
口
を
開
い
た

画
期
的
意
義
が
あ
る
と
強

調
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
国
際
大
学
の
前
泊

博
盛
教
授
は
、
米
政
権
が

め
ざ
す
「
ア
ジ
ア
戦
略
」

に
在
日
米
軍
削
減
の
議
論

が
欠
落
す
る
の
は
、「
思

い
や
り
予
算
」
な
ど
駐
留

経
費
の
日
本
の
過
重
負
担

が
背
景
に
あ
る
と
指
摘
し

ま
し
た
。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
・
科
学
者
集
会

東
ア
ジ
ア
平
和
構
築
を

 
　
　
　
非
核
化
の
流
れ
強
調

　

東
京
大
学
の
和
田
春
樹

名
誉
教
授
は
次
の
よ
う
に

訴
え
ま
し
た
。
「
北
朝
鮮

が
核
兵
器
を
手
放
す
た
め

に
は
、
ど
こ
か
ら
も
攻
撃

さ
れ
な
い
と
い
う
北
朝
鮮

に
と
っ
て
安
心
感
が
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
は
在
韓
米

暑さ指数：気温とは異なります
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

地
内
で
離
陸
直
後
に
窓
落

下（
27
日
）。
「
昨
年
12
月
、

沖
縄
の
小
学
校
の
校
庭
に

窓
を
落
す
事
故
を
起
こ
し

て
い
る
」
「
政
府
は
米
軍

に
事
故
原
因
の
究
明
、
公

開
を
強
い
姿
勢
で
求
め
る

べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

夏
の
甲
子
園
開
幕
（
５

日
）。
「
１
０
０
回
目
の

今
大
会
は
７
府
県
か
ら
２

校
ず
つ
出
場
が
追
加
さ
れ

56
校
が
参
加
す
る
」
「
延

長
12
回
で
決
着
が
つ
か
な

い
場
合
は
タ
イ
ブ
レ
ー
ク

に
な
る
」
「
猛
暑
が
続
く
、

熱
中
症
に
気
を
付
け
て
ほ

し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

将
棋
の
藤
井
聡
太
７
段

が
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
１
０
０

戦
で
85
勝
目（
15
敗
）。「
中

　

ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟
の
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
。
「
会
場
か

ら
ブ
ー
イ
ン
グ
が
出
た
ビ

デ
オ
を
見
る
と
誰
が
見
て

も
逆
判
定
が
明
ら
か
だ
」

「
よ
く
こ
ん
な
こ
と
が
通

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

野
菜
の
値
上
が
り
続
く
。

「
葉
物
野
菜
は
２
倍
だ
」

「
長
引
き
そ
う
だ
と
い

う
」

武蔵野市非核都市宣言平和事業　夏季イベント
     写真パネル展示
    「中島飛行機と武蔵野の空襲」
　8 月 3日～ 14 日　武蔵野プレイス 1 階
　　　　　　　　　　　（武蔵境南口すぐ）
　8 月 15 日～ 22 日　武蔵野市役所
　　　　同時開催・「原爆展」

講演会
武蔵野の空襲と戦争遺跡から何を学ぶか？
　　　　8 月 12 日（日）14 時
　場所：武蔵野プレイス 4 階市民フォーラム
　　　先着 100 名　資料代 500 円
　主催：武蔵野の空襲と戦争遺跡を記録する会

　

２
０
１
８
年
３
月
期
決

算
で
年
間
報
酬
１
億
円
以

上
の
役
員
が
い
た
上
場
企

業
２
４
０
社
で
、
役
員
報

酬
と
労
働
者
の
賃
金
を
調

べ
ま
し
た
（
表
）。

　

年
間
報
酬
が
増
え
た
役

員
数
は
５
３
８
人
で
、
平

均
報
酬
額
は
７
０
１
５
万

円
で
し
た
。
前
期
（
17
年

３
月
期
）
の
５
９
５
０
万

円
か
ら
１
０
６
５
万
円
増

え
ま
し
た
。

　

一
方
、
働
く
労
働
者
の

平
均
賃
金
は
年
額
７
９
５

万
１
０
０
０
円
。
前
期
か

ら
０
・
６
％
増
加
し
た
も

の
の
、
17
年
度
の
物
価
上

昇
率
０
・
９
％
を
下
回
り
、

役
員
報
酬
平
均
１
千
万
円
増

一
方
、
労
働
者
の
実
質
賃
金
は
減

　
　
　
上
場
企
業
２
４
０
社
調
べ

次
回
発
行
は
８
月
20
日

で
す
。

実
質
賃
金
は
マ
イ
ナ
ス
に

な
り
ま
し
た
。

原
誠
十
六
世
名
人
が
記
録

し
た
歴
代
最
多
記
録
に
並

ん
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

小池都知事 豊洲の「安全宣言」

　土壌汚染は残ったまま

　追加対策で食の安全・安心守れない

　

小
池
都
知
事
は
７
月
31

日
に
豊
洲
新
市
場
（
東
京

ガ
ス
工
場
跡
地
）
に
つ
い

て
、
専
門
家
会
議
が
コ
ン

ク
リ
ー
ト
敷
設
な
ど
の
追

加
工
事
完
了
を
確
認
し
た

と
し
て
「
安
全
宣
言
」
を

行
い
、
認
可
申
請
を
し
ま

し
た
。

　

安
全
性
は
確
保
さ
れ
た

の
か
。
７
月
30
日
公
表
の

調
査
結
果
で
は
青
果
売
場

棟
が
あ
る
５
街
区
の
地
下

水
か
ら
環
境
基
準
の
最
高

１
７
０
倍
の
ベ
ン
ゼ
ン
が

検
出
さ
れ
ま
し
た
。
猛
毒

の
シ
ア
ン
は
23
カ
所
中
17

カ
所
で
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

海
抜
１
・
８
㍍
で
維
持
管

理
す
る
と
し
て
い
た
地
下

水
位
は
、
観
測
井
戸
33
カ

所
中
16
カ
所
で
達
成
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
汚
染
は
残

っ
た
ま
ま
で
す
。

　

専
門
家
会
議
は
公
開
会

議
を
開
か
ず
、
平
田
座
長

が
会
見
で
工
事
完
了
を
発

表
し
ま
し
た
。
「
安
全
宣

言
」
は
事
実
の
裏
付
け
が

な
い
宣
言
で
す
。
日
本
共

産
党
都
議
団
は
撤
回
を
迫

っ
て
い
ま
す
。

　
「
追
加
対
策
で
は
効
果

が
望
め
な
い
」
と
指
摘
し

て
き
た
元
日
本
環
境
学
会

会
長
の
畑
明
郎
氏
は
、「
拙

速
に
工
事
を
評
価
す
る
こ

と
は
問
題
だ
。
10
月
の
開

場
計
画
は
延
期
す
べ
き

だ
」
と
批
判
し
ま
す
。

チチカカ湖に水中博物館

　観光と学術研究拠点

　

南
米
ボ
リ
ビ
ア
で
イ
ン

カ
文
明
発
祥
の
地
と
さ
れ

る
ア
ン
デ
ス
山
中
の
チ
チ

カ
カ
湖
に
、
水
底
に
沈
ん

だ
遺
跡
を
観
察
す
る
た
め

の
「
水
中
博
物
館
」
を
建

設
し
、
観
光
と
と
も
に
、

湖
の
学
術
研
究
拠
点
と
す

る
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

最
近
４
～
16
世
紀
の
遺

構
や
、
骨
角
器
や
陶
器
な

ど
１
万
を
超
え
る
遺
物
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

計
画
で
は
沖
合
約

２
５
０
㍍
の
湖
上
に
、
岸

と
橋
で
結
ば
れ
た
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
建
て
、
水

中
に
一
部
ガ
ラ
ス
張
り
の

観
察
施
設
を
設
け
ま
す
。

観
光
客
は
深
さ
20
㍍
以
上

の
湖
底
に
広
が
る
遺
跡
を

間
近
に
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
い
ま
す
。


